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文書的素材を対象とした分析技法の
理論的整備並びに実証的適用

一 阪神大震災時の記録資料を中心と した社会意識研究の試み 一
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1995年 の阪神 ・淡路大震災において興隆をみた災害救援 ボラソティア活動は、その後の日本

社会に対 して深甚な影響を与えた。政策担当者が、災害救援のみならず、福祉、国際交流、人

権擁護、政策提言等々の広範な領域にわたって、市民の力としてのボラソティアの活用 とその

活性化を謳 うようになったのは、もとより80年代以降のNGOの 影響力拡大とい う動向もあっ

たものの、直接的には阪神大震災を契機としてのことである。

筆者は、阪神大震災の発災以来、直接被災地に身を置きボラソティア活動に参加することを

通 じて、この大きな変動過程を調査 してきた。 この調査活動を通 じて、筆者は、災害救援活動

に従事 したボラソティア団体が直接残 した、記録、資料名鑑類を収集 してきた。 これら集積 し

た資料 とあわせ、特に今回は、文書的な素材を対象に、社会心理学的な分析を試みた。すなわ

ち、筆者が年来理論的研究に従事 している、社会心理学における社会的構成主義の動向、具体

的には社会的表象の理論に依拠 して、災害救援ボラソティアとい う社会現象を、日本社会の変

容過程のなかにおける、新 しい社会的現実の構成過程 として把握することを試みた。 この試み

は、同時に、社会的構成主義の考え方に基づいた具体的研究に関する、新 しい内容分析技法の

確立という側面をも含んだものである。

第一に、筆者は、神戸市長田区のボランティア団体 「震災 ・活動記録室」(所 在地 ・団体名

は調査実施当時)の 協力を得て収集 した、各種ボランティア団体の名簿、連絡先一覧等の リス

ト類をもとに して、阪神大震災において活動 したボラソティア団体の動向の全体像を把握す る

ことを試みた。その結果、広 く口にされた 「ボラソティア元年」等の言葉が喚起するイメージ

とは異なり、阪神大震災は、ボラソティア興隆の 「出発点」ではなく、それまでの蓄積を背景

とした 「成果」 とでも言うべきものであることが明らかになった。

調査の結果、阪神大震災の発災後に誕生 したボラソティア団体は、厳密には震災時に活動 し

た全団体中の3割 弱を占めるに過 ぎず、大多数の団体は、阪神大震災の以前から活動を蓄積 し

ていた。もとよりこれらの活動は直接災害救援 を志向したものではなかったものの、大震災 と

い う緊急時においてこれらの蓄積が予想外の成果をもたらした。 このことは、阪神大震災を契
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機 と した ボ ラソテ ィア現 象が、 ボラソテ ィアに関す る定 義 ・意味づ けの変容過程 、すなわ ち、

新 しい社会的現実 の構成過程 であ ることを示唆す る。

第二 に、筆者 は、上記 の認識 を踏 まえて、阪神大震災以前 か ら発災後 に至 るまで の、新 聞記

事 におけ るボランテ ィアに関す る記述 の変 容を調査 した。具体 的には、新聞記事 デー タベー ス

を活用 し、震災以前 と以後 とで 、ボ ラソテ ィアの語が含 まれ る記 事数 や、 ボランテ ィアに関す

る表現 の仕 方 が、 どのよ うに変容 したかを分析 した。

まず 、数量的分析の結果、阪神大震災 を契機 と して、新聞記事数 が爆発 的に増 大 した ことが

示 された。 これ は、 ボラソティアとい う社会的 な現実 に対 して、膨大 な数 の再定義 が なされ 、

そ の意 味づけが大 き く、 また決定的 に変容 した ことを示 唆す る。

次 に、新 聞記事 に対す る内容分析の結果、 ボラ ソテ ィアに関す る以下の よ うな質的変化 が見

出 され た。 すなわち、震災以前 には、災害救援 ボラ ソテ ィアは、① 海外の疎遠 な災害 において

② 一部 の志 ある人々が実施す るものであ り、③ その人の技能 よ りも素性 に関心 が集 中 していた。

それ に対 して、阪神大震災時 においては、災害救援 ボランテ ィアは、① 多 くの具体 的 な作業 内

容 と結びつけ られ② 日本社会 の希望 と して無条 件 に賞賛 され③ なおかつその専 門的技能 に関心

が寄 せ られた。 つま り、一部 の善意 の人 が行 う活 動だ ったボ ラソテ ィアが、阪神 大震災 を契機

に、何 か技能 を持 つ者 なら誰 もが参加 し得 る身近 な活動 へと、変化 した ことが明 らか となった。

その後 の 日本社 会 におけ る、 ボラ ソテ ィアへの広範 な関心の高 ま りは、 ボラソテ ィア とい う社

会的現実 の、 この よ うな質的変 化が あって始 めて生 じ得 た もので あると考 えられ る。

以上 のよ うな調査 分析結果 と論考 は、関連す る資料 とその分析、社会的表象理論 に準拠 した

さらなる考察 を も加 えて、下記 の論文 に まとめ られ た。

Yatsuzuka,Ichiro1999`Theactivityofdisasterreliefvolunteersfromtheviewpoint

ofsocialrepresentations:SocialconstructionofBorantia(volunteer)asanew

socialrealityafterthe1995GreatHanshinEarthquakeinJapan.'

InT・Sugiman,M・Karasawa,J.LiuandC.Ward(Eds.).1999,"ProgressinAsian

SocialPsychology,Volume2".Seoul:KyoyookKwahaksa .p.275-290
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